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相模原市内におけるリンボクの初記録

秋山 幸也 *

*相模原市立博物館

経過
調査を行った小倉山は、東側の尾根沿いにスダジイ
林が点在し、これについて過去に相模原植物調査会の
有志で調査を実施した（亀崎ほか 2015）。これに関連
し、特異な植生であることから、相模原市文化財審議
会委員の宮本太氏（元東京農業大学教授）と現地視察
を行い、その際に発見したものである。
リンボクを発見したのは、元相模原市立博物館資料
調査員として市域の植物相を調査してきた宮崎卓氏で
ある。同氏が最初に幼木を発見し、周辺を確認したと
ころ、樹高 2.5メートル程度の若齢木を 2株発見した。
これらの親株となるそれ以上の株の発見には至らなか
ったが、複数の株が存在し、また、発見した場所は国
有林の林道から脇道を少し入った場所であり、一般の
人の立ち入りはほとんど無いと考えられる。以上のこ
とから、これらの株は自然分布によるものと判断した。
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はじめに
リンボク Layricerasus spinulosa（Siebold ＆ Zucc.）

C.K.Schneidはバラ科バクチノキ属に分類される小高
木である。日本固有種で、本州（福島県、福井県以南）、
四国、九州、琉球に分布する。県内では現在、湯河原
のみに見られる（神奈川県植物誌調査会 2018）。神奈
川県のレッドリストでは絶滅危惧Ⅰ B類に区分され
ている（神奈川県 2022）。
近隣地域では、八王子市の八王子城址にも複数の株
が存在し（小林健人氏 私信）、相模原市域でも分布の
可能性があるのではないかと相模原植物調査会が注視
してきた。今回、同会による植物相調査においてリン
ボクを確認したので報告する。

標本記録
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図 1　リンボクの確認地点 図 2　リンボク（幼木）2025.11.27 撮影
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